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地球上の⽣命は、植物が太陽エネルギーをもとに作りだす酸素や⾷糧に依存して
⽣きています。しかし、⼈間活動により、この植物の多様性が現在急速に失われ
つつあります。種というものを規定し、その種の多様性を維持しているのは、
「種間不和合性」という有性⽣殖における仕組みです。また、種内の遺伝的多様
性を⽣み出しているのは、「⾃家不和合性」という仕組みです。この2つの不和
合性の仕組みを分⼦レベルで解くことが、植物の繁栄・多様性を⽀えてきた基本
原理を理解し、⼈類のSDGsに繋がると考え研究を進めています。
「⾃家不和合性」については、花粉と雌しべの間で「⾃⼰」を認識して排除す
る仕組みと、「⾮⾃⼰」を認識して受け⼊れる仕組みなど、多様な仕組みが存在
することを世界に先駆けて明らかにしてきました。「種間不和合性」についても、
最近「異種」の排除に関わる分⼦の存在を初めて明らかにしてきています。
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